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聞一 多 と胡 適"八 不 主 義"
一 イマジズムを媒介 として一
鈴 木 義 昭
周 知 の とお り,聞 一 多 と胡 適 は,青 年 時 代 と もに ア メ リカ に留 学 し,と
も に ア メ リ カ 文 学 の 影 響 を受 け た 。 特 に,ア メ リ カ 文 学 の"New
Movement"と も,rル ネ サ ンス 」 と も 言 わ れ る イ マ ジ ズ ム の 運 動 は,
極 東 の国,中 国 に も大 き な影響 を与 え る こ と とな った ・聞 一 多 と彼 の 滞 米
中 に受 け た イ マ ジ ズ ム の影 響 につ い て は,私 が各 所 で しば しば述 べ て来 た
とこ ろ で あ るη。 他 方,胡 適 とイ マ ジ ズ ム との 関 わ 彊 こっ い て は,"八 木
主 義"が 発 表 され た 当初 か ら,本 人 の否 定 的 発 言 を含 め て,多 くの人 々
が そ の 指 摘 を行 っ て 来 た。 例 え ば,近 著,沈 二E威 「元 地 自 由 ・胡 遁 侍 一
は,
継 梅 光 迫,胡 先 臓 之 后,刻 延 陵,梁 実 秋 都 会 指 出 胡 這 的``八 事"是
来 自``意 象 派"的"六 条 規 則",...。
と四 名 の 名 前 を挙 げ て い る2)が,本 日は そ の陣 営 の 中 に,新 た に聞 一 多 の.
名 前 を加 え た い と思 う。 こ の発表 で は,先 ず,三 回 に亙 っ て書 き改 め られ
た,胡 適 「八不 主 義 」 の変 遷 を辿 り,そ れ を 「イ マ ジス ト ・ク リー ド」 や
1)拙 論 「開一 多 と新詩」(早稲 田大学文学研究紀要別 冊第三集1976年3月)ノ 同
r聞一多 ど前期F新 月派』」(早稚田実業学校r研 究紀 要」第12号1978年3月!同
[聞一 多 と"商 籔 体 ㍉(早 稲 田大学 目本 語研究教育 セ ンター 「講座 目本語教 育」第
31号1996年3月)等 。
2〉 沈皿 威 『元 地 自由胡遣 梼』(上海文 芝出版社1994年1D月)p,38
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その他 の規則 と比較 す る と と も.に,聞 一 多 と 「八 不 主義 」 との 関 わ り,イ
マジ ズ ム との関 わ りにつ い て お話 したい 。
**
胡 適 「八不 主 義 」 は,そ の原 形 は1916年8月 の朱 経 農 へ の書 簡 「寄 朱
経農 」(後 に,「 嘗 試 集 序 」 の中 に採録 され る)1916年10月 の 陳独 秀 へ の
書簡 「寄 陳 濁 秀 」 の 中 で提 出 され,1917年2月 の 「文 學 改 良編 議 」(『新
青年 』第2巻5号)で 一 部 が手 直 し され,さ ら に は,1818年 斗月 の 「建
設的 文學 革 命 論」(r新 青 年 』 第4巻 尋号)に お い て,再 度 の改 定 が行 わ れ
るわ け で あ る。 そ れ を図 に して表 す と,以 下 の よ うに な る3)。な お,r寄 朱
経農 」 お よび 「寄 陳 獅 秀 」 は,ア メ リカ で書 か れ る 。胡 適 が ア メ リカ に留
学 した の は,1910年7月,帰 国 した の は,1917年8月 の こ とで あ る。
(1)「 寄朱絶 農`
1.不 用 典 。
2.不 用 陳套 語 。
3.不 講 封侯 。
4.不 避 俗 字 俗 語 。(不 嫌 以 白
話 作 詩 詞 。)
5.須 講 求 文 法 。(以 上 爲 形 式
的方 面 。)
6.不 作 無 病 之 味 吟 。
7.不 模 倣 古 入 ・
8.須 言 之 有 物 。(以 上 爲 精 神
E内容]的 方 面 。)
(3)「 文學 改 良鯛 議 」
1.須 言 之 有 物 。
(2)「 寄 陳獅 秀 」
1.不 用典 。
2.不 用 陳套 語 。
3.不 講封 杖(文 當 腰 駐,詩 當廣 律)。









3)F中 國 新 文 學 大 系 』 ① ・r建 設 理 論集 」(香 港 文 学 研 究社 復 刻 版 〉に よ る。r寄
陳濁 秀 」 は,p.60,「 文學 改 良 紹 議 」 は,p、62,「 建 設 的 文學 革 命 論 」 は,p.155.
r答 朱 脛 農」 は ・P胡 適 文 存 』 第一 集r嘗 試 集 自序」(遠 東 圖 書 公 司1975年12月)p .
200。
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2.不 模 倣 古 人 。
3.須 講 求 文 法 。
ヰ.不 作 無 病 之 陣 吟 。
5,務 去 燗 調 套 語 。
6.不 用 典 。
7.不 講 封 侯 。
8.不 避 俗 字 俗 語 ・
2.不 倣 『無 病 口申吟』 的 文字 。
3、不 用 典 。
生 不 用 套 語 燗 調 。
5,不 重 饗 偶:一 文 須 綾 耕,詩 須 暖
律 。
6.不 倣 不 合 文 法 的 文字 。
7,不 模 倣 古 人 。
8.不 避 俗 語 俗 字 。
この表 を見 れ ば分 か る とお り,各 項 目は必 ず し も同 じ順 位 に は な っ て い な
い 。 た だ,「 寄 朱 経 農 」 と 『寄陳 濁 秀 」 とは,出 され た時 間 が 比 較 的 近 い
た め,ほ ぼ 同 じ内容 に な っ て い る。例 えば,「 寄 朱 経 農 」・「寄 陳 猫 秀`の
冒頭 のr不 用 典 」 は,r文 學 改 良窃 議 」 で は六 番 目 とな り,r建 設 的文 學 革
命 論 』 で は三 番 目 とな っ て い るが,初 出以 降 で は 冒頭 に 来 る こ とは な い 。
ま た,「 文 學 改 良 鯛 議 」 で冒 頭 に来 る 「須 言 之 有物 」 は,「 寄 朱 経 農 」・「寄
陳 猫 秀 」 で は八 番 目 に置 かれ てい た も の で あ り,「 建 設 的 文 學 革 命 論 」 で
はや は り,冒 頭 に置 か れ る とい う具合 で,一 定 して い な い 。詳 しい分 析 は
後 ろで 改 め て行 うこ とに す る が,文 頭 に 「不」 を付 け て,ス ロー ガ ン と し
て よ り整 っ た形 に な る の は,19弼 年 の 「建 設 的文 學 革 命 論 」 に な っ て か
ら とい う こ とに な り,r八 不 主義 」 の名 称 もこ の時期 以 降 に 付 け られ た も
の で あ る こ とが よ く了解 され る。 た だ,「 形 式 上之 革 命 」 と 「精 神 上 之 革
命 」 とい う二 分 法式 は そ れ な りに整合 性 を持 って お 釦,分 か りや す い もの
と言 うこ とび で き よ う。
一 方 ,聞 一 多 は,ア メ リカ に到 着 して ほ どな く して 書 い た,1922年8
月27日 付 け の,清 華 学 校 文 学社 の後 輩 た ち に宛 て たr致 親 愛 朋 友 個 」 と
い う英 文 の手 紙 の 中 で,次 の よ うに述 べ て い るそ〕。
君 た ち は,文 学 の叛 徒,胡 適 博 士 の 一`八不 主 義"が 必 ず し も彼 の 発
4)『r司 一 多 全 集 』12・ 「お 信 ・日氾 ・付 景 」(湖北 人民 出 版 社1993年12月)p,55
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明 で は ない とい うこ と を知 りた い で あ ろ う。 偉 大 な る女 流 詩 人,エ ミ
ー ・ロ ウエ ル が り一 ダ ー で あ る
,"新"詩 入 の グ ル ー プ の ク リー ド
(信条)を コ ピー して お こ う。
と。す な わ ち,胡 適 のr文 學 革命 」 の ス ・一 ガ ン で あ る 「八 不 主 義」 は,
イ マ ジ ス ト ・ク リー ドを模 倣 した もの で あ る と言 うの で あ る 。た だ,後 ろ
で触 れ る よ うに,聞 一 多 の こ の言葉 は,印 象批 評 的部 分 が あ り,必 ず し も
精 確 で あ った とい うわ け で は な い.先 ず は,前 に挙 げ た 胡 適 の 「八 不 主
義Jと オ ー ル デ ィ ン トンが書 い た と され る 「イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 と を
も う少 し詳 し く対 照 して み な けれ ば な らな い で あ ろ う。 そ の前 に,以 下 に
小 元 の翻 訳 した 「イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 を挙 げ て お く駄












こ の 「イ マ ジ ス ト ・ク リ ー ド」 は,1915年 の 『イ マ ジ ス ト詩 集,一 集 』
の 序 文 で,エ ミ ー ・ロ ウ エ ル の考 え を オ ー ル デ ィ ン ト ン が 書 い た も の と言
わ れ る(「 イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 は こ れ を 指 す)6)。 そ の 冒 頭 の,「 這 用 日
5)注2,同 書 所 引 に よ る。pp.39-40
6)高 田 美一 『T・E・ ヒ ニー ム 「思 索 ノ ー ト』 研 究 』(北 沢 図書 出版1974年12
月)に よ る。p鴻71。 「イ マ ジス ト」 関係 の記 事 に つ い て は,高 田氏 の同 著 に負 うこ
とが多 い。
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常会 活 的i吾盲,但 要 使 用 精 碗 的澗,不 是 几 乎 精 碗 的 伺,更 不是 俣 仮 是 装 怖
性 的凋 」 の 中 に は,「 八 不 主 義 」 の 殆 ど全 て の要 素 が含 まれ て い る よ うに
思 われ る・ こ の 中 に は,大 き く言 っ て 二 つ の 要 素 が入 っ て い る 。 「日常 会
話 の言語 」 と 「精 確 な言 葉 」 とい う部 分 で あ る。 以 下,そ れ ぞ れ につ い て
関 連 を述 べ て お く。1の 「不倣 『言 之 無 物 』 的文 字 」 とは,実 体 の な い文
章=不 精 確 な 文 章 を書 か な い こ とで あ って,そ れ は同 時 に 日常 会 話 を使 う
とい うこ とで あ る。2の 「不 傲 『無 病 哺吟 』 的 文字 」 とは,目 常 的 に使 わ
な い,難 しい文 章 を書 か ない こ とに な る。3の 「不 用 典 」 とは,典 拠 の あ
る=装 飾 的 な難 しい 文 章 を書 かな い とい うわ けで あ る し,典 拠 の あ る言 葉
を用 い る とい う こ とは,日 常 的 な 言語 か ら掛 け離 れ る とい うこ とに な る 。
4の 「不 用 套 語 燗 調 」 とは,決 ま り切 った 陳腐 な表 現 を用 い な い とい うこ
とで あ る か ら,日 常 会 話 か ら乖離 した 不 精 確 な言 葉 を用 い な い こ と に な
る。5の 「不 重 封 偶=一 文 須慶 駿,詩 須 療 律`と は,駐 文,排 律 に代 表
され る非 日常 的 な言 語 を用 い な い こ と で あ 母。6のr不 倣 不 合 文 法 的 亥
字 」 とは,文 法 に合 わ な い,不 精 確 な文 章 を作 らな い とい うこ とに な る 。
7の 「不 模 倣 古 人 」 は,6と よ く似 て お り,6が 文 自体 で あ るの に対 して,
7は 書 き手 の 問 題 で あ る 。8の目 「不 避 俗 語 俗 字 」 は,「 目.常会 話 の 言 語 」
を用 い る こ とで あ る。
次 に,「 イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 の 方 か ら 「八 不 主 義 」(最終 的 結 論 で あ
る 「建 設 的 文 学 革 命 論 」 に よ る)を 眺 め て み る と,1に つ い て は,今 述 べ
た とお りで あ る ・ し か し,イ マ ジ ス トの 特 徴 で あ る,2のr新 しい 節 奏
(リ ズ ム)の 創 造 」,3の 「題 材 選択 の 自 由」,4の 「イ メ ー ジ の表 現 」,6の
「集 中が 詩 歌 の 根本 」 な どの部 分 は,「 八 不 主 義」 に は な い要 素 と言 っ て も
よい で あ ろ う。 た だ,5の 「模 糊 と した,ま と ま りの な い詩 歌 を作 らな
い 」 は,4の 「套 語,欄 調 を用 い な い」 と似 通 った 点 を持 って い る が,直
接 の言 及 とい うわ け で は ない 。 これ は 「イ マ ジス ト ・ク リー ド」 が あ くま
で 詩 歌 運 動 の一 環 で あ っ た の に対 し て,「 八 不 主 義 」 は,文 学 一 般 の こ と
を取 り扱 っ て い る とい うこ と によ る も の で あ ろ う。
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一方
,イ マ ジ ス ト詩 人 の一 人,エ ズ ラ ・パ ウ ン ドに,「 禁 止 条 項 」(``A
FewDon・tsbyanImagiste")と 言 わ れ る も の が あ る が,こ れ と胡適
「ハ不 主 義 」 との 関係 は ど うな るで あろ うか 。 こ の 「禁 止条 項 」 は,1913
年 に発 表 され た もの で あ る7〕。胡 適 は,当 時 ア メ リカ に滞 在 して い た わ け
で あ る か ら,そ れ を読 む こ とは で き た はず で あ る。
◎ 「イ メージ 」 は あ る瞬 間 の,知 的 な ま た情 的 な もの の複 合 で あ る 。
◎ イ メー ジ は突 然 に は っ と思 わ せ る も の を表現 す る こ とで あ る。
◎ 多 くの 著作 を ものす る よ りか生 涯 に一 つ の 「イ メ ー ジ」 を提 示 す る
ほ うが よ り立派 な こ とで あ る。
◎ 何 か を示 さぬ余 計 な語 や 形 容 詞 を用 い ぬ こ と・
◎ 詩 の技 術 を音 楽 の技 術 よ り簡 単 と考 えて は い け な い。
◎ 言葉 の 意 味 が注 意 か らそ れ な い よ うに,で き得 れ ば 異 国風 の洗 練 さ
れ た 韻律 。
◎ 要 す るに立 派 な音 楽 家 の よ うに振 る舞 え。
一見 して分 か る よ うに,内 容 的 に は 「八 不主 義 」 とは,あ ま り関係 な い
と言 え る の で は な か ろ うか 。 も し,あ る とす れ ば,r禁 止 条 項 」 とい う命
名 へ の興 味 で は な か った か 。 む し ろ,こ の条 項 は 「イ マ ジ ス ト ・ク リー
ド」 の1の 部 分 を欠 い た も の で あ る か ら,胡 適 は そ の内 容 に は興 味 を示
さなか った可 能 性 が あ る。
パ ウ ン ドのr禁 止 条 項 」 と時 を同 じ くして(雑 誌rポ エ トリー」 三 月 号,
1913年),フ リン トは 「イ マ ジ ズ ム 」("Imagisme")と い う記 事 を書 い
た 。そ れ は以 下 の とお りで あ るS〕。
L主 観 的 に も容観 的 に も,物 を直 接 に述 べ る こ と。
2.表 現 に役 立 た ぬ語 を絶 対 に避 け る こ と。
3.リ ズ ム に 関 して は,メ トロ ノー ム の連 続 に よ ら く,音 楽 的 語 句 の




4.「 イ メ ー ジ 」 の 原 理 に した が う こ と 。
2のr表 現 に役 立 た ぬ語 を絶対 に避 け る こ と」 が 関連 す る よ うに も思 え る
が,こ れ もパ ウ ン ド 「禁 止 条 項」 と同 じ く,影 響 は少 な い と言 え る で あ ろ
う。
以 上 の こ とか ら考 え てみ る と,胡 適 「八 不 主 義 」 は 自 ら言 う とお り,必
ず し もイ マ ジ ス ト ・ク リー ドの引 き写 しで な い こ とが伺 わ れ る。 しか し,
そ れ ボ イ マ ジ ス トの運 動 か ら何 ら影 響 を受 け な か っ た の で な い こ とは言 う
まで もな い 。彼 は,そ う した運動 を単 な る詩 歌 の運 動 の一 環 と して で は な
く,文 学全 般 の こ と と して捉 え,中 国 文 学 の現 状 に合 っ た形 に ア レン ジ し
て紹 介 した と言 え る で あ ろ う.彼 も中 国 の近 代 知 識 人 に よ く見 られ る,西
洋 の 文物 を中 国 的 に 改 め て紹 介 す る啓 蒙 者 で あ る と と もに,西 洋 の文 物 を
中国 的 に用 い る 「西 体 中用 思 想」 の体 現 者 の一 人 に数 え て よ い の か も知 れ
ない 。
**
さ て一方,胡 適 が 「イ マ ジ ズム」 の 「イ」 の字 も使 わ な か っ た の に対 し
て,中 国現 代詩 を世 界 に伍 す るこ との で き る もの に した い と熱 望 して い た
聞 一 多 は,先 に挙 げ た 英 文 書 簡 の 中 で ・ 「イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 の全 て
を書 き写 し,論 評 を加 えて い る9}。そ の1,2,3,5に っ い て は,次 の よ うに
書 い てい る。
..胡 適 博 士 の ス ロー ガ ンに何 か似 通 っ て い る よ うな気 が しな い で あ
ろ うか 。 さて,私 は 君 た ちに イ マ ジス トに つ い て紹 介 した い 。彼 らの
歩 み へ の 真 摯 な 追 求 を通 じて,我 々 の 「新詩 」 が 単 な る独 善 に陥 らな
い よ うに した い と考 え るか らで あ る。我 々 は ミス ・ロ ウエ ル とそ の 同
人 た ち以 上 に,六 ヵ条 の偉 大 に して,全 く平 凡 な原 則 を心 か ら擁 護 し
な けれ ば な らな い か らで あ る。
9)同 注4。PP.55-56
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と 。 ま た,残 る 専,6の 二 ヵ条 に っ い て は,
我 々 が 「白話 詩 」 と呼 ん でい る詩 は,余 りに も空 虚 に して,余 りに も
薄 っ ぺ らで,余 りに も痩 せ て い る。 イ マ ジ ス ト詩 人 特 有 の深 み と暖 か
み の あ る色 彩 に よ っ て,強 烈 な集 中力 をお手 本 と して,修 正 を加 え る
必 要 が あ るか らで あ るQ… こ う した もの(省 略 は ニ ミー ・ロ ウエ ル
の詩)と 我 々 の雑 誌 の平 凡 な 才能 とを比 べ てみ た ま え。
と述 べ て い る肌 聞 一 多 が 六 ヵ条 の ク リー ドを何 故 二 っ に分 けて 論 じた の
か考 えて み た い 。1,2,3,5に つ い て は,聞 一 多 が この手 紙 を 出 した 時 点
では,文 学 に興 味 を持 つ若 者 た ち には,し か るべ き常 識 とな っ て い た もの
と忍 わ恥.る。 す な わ ち,1の 「普 通 の話 言 葉 を使 うこ と,精 確 な言 葉 を使
うこ と」 は,当 時 す で に 白話 文 学 運 動 の洗 礼 を 受 けて い た若 者 に とっ て,
そ れ は常 識 で あ っ た で あ ろ う。2の 「新 しい リズ ム を作 り出 す こ と」 は,
古 典詩 歌 の樫 楷 を感 じて い た人 々,新 しい詩 歌 を作 り出 そ う と して い た入
々 に は,よ く分 か る言 い方 で あ った に違 い な い 。 次 の3,・ 「主 題 は何 を選
ん で もま った く・自由 で あ る こ と」 は,古 典 文 学 の狭 い世 界 に飽 き足 らない
思 い を してい た 人 々 に とって は,こ れ も あ 奇程 度理 解 で きる こ とで あ っ た
はず で あ る。5の 「明確 に語 を使 うこ と」 にっ い て も,含 蓄 に寄 りか か り
過 ぎ る嫌 いの あ る古 典 的 詩 歌 に お け る欠 陥 一 朦朧 性 ・暖 昧性 一 を改 革
しよ う と して い た若 者 た ち に受 け入 れ 易 い もの であ った か も知 れ な い 。そ
れ に対 し て,斗 の 「イ メ ー ジ を提 出 す る こ と」,6の 「集 中 こそ 詩 の本 質
で あ る こ と」 とい う条 項 は,新 詩 に新 しさ を求 めて い た 当 時 の 聞一 多 に と
っ て,畢 生 の 懸 案事 項 で あ った の で は ない カ㌔
とに角,聞 一 多 はそ のお手 本 をイ マ ジズ ム に求 め よ うと して い た の で あ
る 。胡 適 が詩 人 た ち の具 体 的 な名 前 を挙 げ な か った の に対 して,聞 一 多 は




で は,先 ず こ の"新"詩 人 グ ル ー プ の 中 の 一 流 人 物 と し て,ロ バ ー
ト ・フ ロ ス ト,バ ッ チ ェ ル ・ リ ン ゼ イ シ エ ミ ー ・ ロ ウ エ ル,エ ド ガ
ー ・ り一 ・マ ス タ ー ズ ,カ ー ル ・サ ン ドバ ー グ,サ ラ ・テ ア ス デ イ
ル,ハ リ エ ッ ト ・モ ン コ ー 等 々 い る が,ま さ に 枚 挙 に 暇 が な い 。
と。 同時 に,彼 らの詩 も紹 介 して い る 。 た だ,こ の 中 に,エ ミー ・ロ ウエ
ル,ハ リエ ッ ト ・モ ン ロー の名前 は あ る が,彼 が特別 に 関 心 を寄 せ て い た
フ レ ッチ ャー の名 前 が 出 て こ ない こ と に注 意 してお か な くて は な らな い 。
エ ミー ・ロ ウエ ル とハ リエ ッ ト・モ ン ロ ー につ い て は,9月29日 付 け の
梁 実秋 ・呉 景 超 宛 て め書 簡 で,
雑 誌 内 容 余 意 寧 欠 勿 濫,篇 幅 不 妨 少 。 韓 裁 倣 寄 上 之MissHarriet
Monroeシs《Poetry:AMagineofVerse》,吾 希 望 其 功 用 亦 興
《Poetry》 同 、
と述 べ られ て い る12〕。 自分 た ち の 作 る雑 誌 は,イ マ ジ ス トた ち の雑 誌,
「ポ ニ トリー 」(`Poetry')に 倣 った 形 式 で 出版 しな くて は な らな い と言 っ
'てい る ほ どで あ る
q当 時,「 ポエ トリー」 は,エ ミー ・ロ ウエ ル の意 向 を
受 けて,ハ リエ ッ ト ・モ ン ロー が 編 集 長 を務 め て い た の で あ る 。 そ の た
め,聞 一 多 の書 簡 に は,ハ リエ ッ ト ・モ ン ロー の名 前 が しば しば 出 て く る
こ とに な る。
また,10月10日 付 け の梁 実秋 ・呉 景 超 宛 て の書 簡 に は,次 の よ うに書
い て い る1㌦
伊(Mrs、Bush一 筆者 注)要 介紹 給MissHarrietMonrQe那 位
enthusistforandcriticofpoetry(熱 狂 的 詩歌 評 論 家 一 筆 者),
(伊 的 雑 誌 一"Poetry"伽 椚 牧 到 没 有 ～)還 要 介 紹 給Carl
Sandburg(這 位 詩 人 前 同 的信 裏 我 講 過)。 致MissMonroe的 介 紹




と。 ブ ッシ ュ夫 人 とい う女 性 が 閏一 多 をハ リエ ッ ト ・モ ン ロー に紹介 して
くれ る こ とが決 ま った時 の,彼 の喜 び が伝 わ っ て くる よ うで はな い か 。実
際,ハ リエ ッ ト ・モ ン ロー に会 うこ とが で きた の は,12月 の こ とにな る。
さすが に この時 は,友 人 た ちだ け で な く・ 両 親 宛 て に も手 紙 を書 い て い る
ほ どで あ る 。 と こ ろで,ハ リエ ッ ト ・モ ン ・一編 集 の雑 誌 「ポ エ トリーJ
を読 ん だ 聞 一 多 は,そ れ を清 華 学校 の後 輩 た ち に送 っ てや った よ うで あ
る。因 に,9月1日 付 けの梁 実秋 ・呉 景 超 宛 て の書 簡 に は,
又 巳代詩組定 《詩》(雑誌)一傍,計 亦將寄到。
と書 く'㌔
聞一 多 は,ア メ リカ か ら帰 国 した 翌 年 の5月13日 付 け の 「晟 報 副 刊 」
「詩鑛 」 に 「詩 的格 律 」 を発 表 す る。 この 「格 律 論 」 に係 わ る も の と して,
イ マ ジ ス トに 興 味 深 い 実 験 が あ る 。 フ レ ッチ ャ ー と ・ ウ エ ル とが 試 み た
「多音 節 散 文 」(`Poliphonicprose')の 主 張 で あ る
。 こ こ で,「 散 文」 の
語 に惑 わ され て は な らな い 。 ロ ウヱル は,次 の よ うに説 明 して い る向。
私 の詩 は決 し て そ の い ず れ(無 韻 詩 と散 文 の こ と一 筆 者 注)で も な
く・ ケイ デ ンス(彼 女 の 自由詩 の こ と一 筆 者 注),リ ズ ム,頭 韻,類
韻,ま た同 時 に ほん の しば ら く正 し い韻 律 を用 い る こ とな ど,あ らゆ
る方 法 を用 い る こ とを許 す が ゆ え に,私 はそ れ を多音 節 散 文 と呼 んだ
の で あ る。
と。す なわ ち,そ れ は 自 由詩 の一 形 式 を意 味 して い る。彼 らの言 う自 由詩
とは,エ リザ ベ ス朝 以 来 の 無韻 詩 に代 わ る詩 の リズ ム,つ ま り,自 由詩 形
の提唱 と実 験 ・ そ して そ の創 作 の謂 い で あ っ た の で あ る・ 聞 一 多 は,「 格




「調 和 音 節 ,字 句 必 定 整 密 」 とす る結 論 に達 す るわ け で あ る絢。 そ して ・
r多 音 節 散 文 」 を先 ず ,多 音 節 の詩 の 意 味 に解 釈 した もの と思 わ れ る。 そ
れ が二 音節 な い し三 音 節 の語 を一 句 内 に等 し く並 べ て,行 を構 成 して い く





























の よ うに切 るべ きだ と言 う16)。二 文 字 な い し三 文 宇 をr音 尺(音 節)」 の単
位 と して,そ れ を一 行 の 中 に並 べ て い く と,英 詩 で言 うr四 歩 格 」 に な
る。 彼 の試 み は これ だ け で は なか づ た よ うに思 われ る・ 中国 語 は,ス トレ
ス ァ クセ ン トで は な く,高 低 アク セ ン トで あ る 。 これ を ス トレス ァ ク セ ン
トに近 づ け るた めに は,あ る種 の操 作 が必 要 に な る 。以 下 は・ 私 の仮 説 で
あ る。何 文 字 か で構 成 され る 「音 尺 」 の 中 で強 弱 が表 現 で きれ ば い い 払
聞一 多 は考 えた よ うで あ る。す な わ ち,第 一声,第 二 声 ・ 第 四声 は,い ず
れ も高 く発 音 す る部 分 を持 っ てい る。 そ れ に対 して,第 三声 だ け は前 三 者
の高 さ に達 す る こ とがな い 。軽 声 も当 然 なが ら,最 高 部 分 を持 た な い 。 さ
らに,二 字 の熟 語 は,多 くの揚 合 前 半 を三 分 の二,後 半 を三分 の 一 の割 合
で発 音 す る こ とが 多 く,そ の た め,後 半 の部 分 は軽 く発 音 され る 。 しか
も,三 声 が続 く場 合 は,前 の部分 が二 声 に変 わ る。 こ の場合 は ・ 二 声 と考
え る。 高 い部 分 を持 つ第r第 二,第 四 声 を 「強 」(そ れ に近 い も の)と
し,「 一 」 で 表 し,第 三 声 と軽声 と を 「弱 」(そ れ に近 い も の)と し・ 「∪」
で表 す とす る と,「 死 水 」 詩 の隣 に挙 げ た よ うな図 に な る ・ これ を英 詩 流
に言 えば,「TrochaicTetrametre(強 弱 四歩 格)」18)と い う こ と に な ろ
16)F同 一多全集」2・ 「文 乞 坪沿 ・散 文 奈 文」(湖北 人民出版社1993年12月 〉に
よる。P.137
17)同 注16。p.144
18)同 注1。 拙論 「鳳 一多 と"商 籟腫 ㌔ 参照。
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う。 こ う した構 造 的 な もの を彼 は 「form」 と考 え,建 築 的 な美 と音 楽 的
な美 を表 現 し得 た と考 え た ので はな か ろ うか 。
それ ゆ え に,聞 一 多 は,エ ミー ・・ ウニ ル が死 ん だ時,追 悼 文 を書 いた





なお,聞 一 多 は フ レッチ ャー につ い て・ 梁 実 秋 宛 の12月1日 付 け書 簡
に は,目 頃冷 静 な彼 に似 合 わ ず,興 奮 した調 子 で,次 の よ うに書 く2の。
快 樂 僥 焦 了我 的 心 臓,我 的血 僥 沸 了,要 滋 破 我 周 身 的 血 管1我 跳 着,
我 叫 着 、 跳 不 完,叫 不 壷 的 快 樂 我 還 要 爲 給 伽 。 爲!快 樂!快 樂1
我 讃 了IohnGouldFletcher底 一首 詩,名 日:《 在 蛮 夷的 中 國詩 人'
ChinesePoetamongBarbarians》 一
と。 フ レッチ ャー の詩 の 引用 に続 けて,
Mr.Fletcher是ImagistSchoo1中 一 個 健 將 。 他 是 設 色 的 神 手 、
他 的 詩 充 満 濃 麗 的 東 方 色 彩 。 他 的 第 二 本 詩 集 名 日Goblinsand
Pagodas,我 崇 舞他 極 了 。_.佛 來 瑛 喚 醒 了 我 的色 彩 感 畳 。
等 のよ うに書 い て い る≧%エ ミー ・ロ ウエ ル に対 す るそ れ に も劣 らな い 傾
倒 振 りと言 わ な くて は な らな い,聞 一 多 は,フ レ ッチ ャー の 「色 彩 感 覚 」
に衝撃 を受 けた と言 って い るわ け で あ る が,7レ ッ.チャー の フ レ ッチ ャー
た る所 以 の もの は,む しろ,詩 に お け る音 楽性 〈交 響 楽 的〉だ った が,必
ず しも成 功 した とは言 えな か っ た よ うで あ る 。 それ は,フ レ ッチ ャー の影




響 の 下 に作 られ た とい う,「 黄 底Symphony」(後 に 『紅 燭 』 に収 め る時,
「色 彩 」 と改 題 され る)と`TheblueSymphony'と を 比 べ て み れ ば,
如 何 に消 化 不 良 で あっ た か が よ く分 か る。
翌 年 に な る と,イ マ ジ ス トとの接 触 は お ろか,彼 らに 関 す る記 事 が見 ら
れ な くな る、彼 ら に対 す る関心 が薄 くな った と も言 える が,そ れ よ り国 粋
主 義 運 動(大 江 会)等 の方 の比 重 が 大 き くな った とい う方 が 正確 か も知 れ な
い 。 そ の証 拠 に,帰 国 す る とま た,詩 や 詩 論 を書 き始 め て い る か らで あ
る 。1926年 ヰ月,徐 志 摩 を 中心 と し て 出 され た 「北 京 農 報 副 刊 」・『詩
篶 」 「創 刊 號 」 のr辮 吉 」 の 中 か ら関係 す る記 事 を以 下 に掲 げ て お く(番 号
は,筆 者)2L)。









6.最 後我椚信我個的新文藝,正 如我個的民族本髄,是 有一個偉大美麗
的將來的。
本 日は,詳 しい分 析 は省 略 す るが,『 詩 鑑 』 グ ル ー プ のイ デ オ ロギ ー が 聞
一 多 で あ った こ とは 明 らか で,こ の 「弁 言 」 に聞 一 多 の文 芸 思 想 が色 濃 く・
投 影 され て い る こ と にっ い て は,拙 論 に譲 る こ とに したい 盈)。
**
ほ ぼ 時 を 同 じ く し て,ア メ リカ の 「イ マ ジ ス ト ・ク リ ー ド」 と の 接 触 を
22)同 注3。P中 國新 文 學 大 系』 ② 「文學 論 孚集`p.343
23)注3,拙 論 「同 一 多 と前握F新 月 派 』」,参照 。
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しな が ら,一 方 は実 作 に進 み,一 方 は 啓 蒙 に 向 か っ た 。 この檎 図 は,同 じ
く西洋 に範 を求 めた 日本 の 文学 に とっ て も,他 所 事 とは思 え な い 意味 を持
って い る。 した が って,当 時 の聞 一 多 と胡 適 の ど ち らが 中 国現 代 文 学 に と
っ て有 効 で あ った か を問 うこ とは余 り相 応 し くない 。 そ れ は あた か も,歴
史1こ``if"を 持 ち込 む こ と と等 しい か らで あ ろ う。1910年 代 か ら20年 代
に掛 け て,文 学 が世 界性 を持 ちつ つ あ る時 期 に,そ れ を紹 介 し よ う と した
人 間 と,そ れ を通 じて新 た な文 学 を作 ろ う とし た人 問 が いた とい う事 実 を
「イ マ ジ ス ト ・ク リー ド」 を通 してみ た とい うわ け で あ る。 ご 静 聴 を感 謝
申 し上 げ る と と もに,ご 批教 が戴 けれ ば 幸 い で あ る ・
本 稿 は1996年3月25目,武 漢 大 学 で 開 か れ た 「'96世 界 華 文 詩 歌 研
討 会」 で発 表 し た 日本 語 草 稿 に手 を加 え た も の で 勤 る.ま た,1995・6
年 度早 稲 田大 学 特 定 課 題 研 究 「聞一 多 の総 合 的 研 究 」 の一環 で も あ る。
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